
 

自主的衛生管理段階的推進プログラムに関する確認証取扱要領 
 

平成 26 年 6 月 24 日 25 福保健食第 2455 号 食品医薬品安全担当部長決定 

 

（目的） 

第１ この要領は、自主的衛生管理段階的推進プログラム実施要綱（以下「要

綱」という。）第１０の２に基づき「確認証」の取扱いについて定め、「確認

証」を施設に掲示することにより、確認を受けた施設を広く都民に周知させ、

衛生管理水準の向上に積極的に取り組む施設として定着させることを目的と

する。 

 

（定義） 

第２ 要綱第１０の１に規定する「確認証」のデザインは、達成段階に応じて

別紙の区分とおりとする。 

 

（使用者） 

第３ 「確認証」は、要綱第２の(1)に定める指定審査事業者及び要綱第８の１

に基づき確認結果通知書の交付を受けた食品関係営業者等（以下、「確認を受

けた食品関係営業者等」という。）に対し、使用を認めるものとする。 

 

（使用の範囲） 

第４ 指定審査事業者は、次の場合において「確認証」を使用することができ

る。 

一 ステッカー等を作成し、自ら確認した施設に交付する場合 

二 食品関係営業者等に自主的衛生管理段階的推進プログラムを普及し、取

組を推進する目的で自社のパンフレット及びホームページ等に表示する場

合 

２ 確認を受けた食品関係営業者等は、確認を受けた施設に掲示する場合にお

いて、達成段階に応じた「確認証」を使用することができる。 

 

（使用の制限） 

第５ 「確認証」は、次のいずれかに該当するときは使用することができない。 

一 自己のシンボルマーク又は商標として使用するとき 

二 使用者が第３に定める要件に該当しなくなったとき 

三 確認結果通知書の内容と異なる達成段階の「確認証」を使用するとき 

四 その他、「確認証」の使用について知事が適切でないと認めるとき 

 

（使用料） 

第６ 「確認証」の使用料は、無償とする。 

参考資料３ 



（報告及び調査等） 

第７ 知事は、第３の使用者に対し、「確認証」の使用状況について報告を求め、

又は調査することができる。 

２ 知事は、１により「確認証」の使用が第４に当てはまらないと認めるとき

又は第５に基づき適切でないと認めるときは、使用を中止させることができ

る。 

 

附 則 

この要領は、平成 26 年 8 月 1 日から施行する。 
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